
 

新型コロナウイルス感染症対策本部（第 22 回） 

 

日時：令和２年３月 23日（月） 

12時 00分～12時 10分 

場所：院内 大臣室 

 

議 事 次 第 

 

１．開 会 

 

 

２．議 事 

（１）新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

 

３．閉 会 

 

（配布資料） 

資料１   厚生労働省提出資料 

資料２   国家安全保障局提出資料 

 



新型コロナウィルスに関連した
感染症の現状と対策

令和２年３月２３日（月）

厚生労働省

CS383319
スタンプ
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PCR検査陽性者

現在も入院等 退院者 死亡者

１０８９（＋４３）
７６３（＋２５） ２８５（＋１３）

４１（＋５）

【国内事例】

新型コロナウイルス感染症に関する入退院の状況

（注）１【国内事例】には、空港検疫で確認されたＰＣＲ検査陽性者１７名を含む。
２【クルーズ船事例】にはチャーター便帰国した者（４０名）は含めない。
３【クルーズ船事例】には藤田岡崎医療センター分を含む。

３月２２日（日）１８時時点
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現在も入院等 退院者 死亡者

６７２
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８

【クルーズ船事例】

PCR検査陽性者

現在も入院等 退院者 死亡者

１７６１（＋４３）
８４０（＋１２） ８７２（＋２６）

４９（＋５）

【総計】

重症→軽～中等症になった者 １９

重症→軽～中等症になった者 ３０

重症→軽～中等症になった者 ４９
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新型コロナウイルス感染症の発生状況

【上陸前事例】 ※ 括弧内は前日からの変化

PCR検査陽性者
※【 】は無症状
病原体保有者数

退院等している者 人工呼吸器又は集中治
療室に入院している者
※７

死亡者

クルーズ船事例
（水際対策で確認）
（3,711人）※４

712※５

【331】

587
(+13)※６

12 8※８

※令和２年３月２２日１８時時点

※４那覇港出港時点の人数。うち日本国籍の者1,341人 ※５船会社の医療スタッフとして途中乗船し、PCR陽性となった1名は含めず、チャーター便で帰国した40名を含む。
国内事例同様入院後に有症状となった者は無症状病原体保有者数から除いている。※６退院等している者587名のうち有症状310名、無症状277名。チャーター便で帰国した者を除く。
※７ 30名が重症から軽～中等症へ改善(うち8名は退院) ※８この他にチャーター便で帰国後、3月1日に死亡したとオーストラリア政府が発表した１名がいる。

※令和２年３月２２日１８時時点【国内事例】 ※ 括弧内は前日からの変化

※１ うち日本国籍の者781人（これ以外に国籍確認中の者が
いる。）

※２ 海外移入が疑われる事例が146例
※３ 今までに重症から軽～中等症へ改善した者は19名



帰国者・接触者相談センター 帰国者・接触者外来等 （参考）一般電話相談窓口

設
置
目
安

各保健所への設置を目安

※保健所件数：472件（H31.4.1）

二次医療圏に１カ所以上

※二次医療圏数 ：335（H30.4.1）

なし

※一般電話相談窓口は医療機関の紹介を
行わないため、地域ごとに設置する必
要がなく、各自治体が必要な回線数を
設置できていればよい。

設
置
件
数

47都道府県、527施設で設置

※2/12に全都道府県での設置を確認、
前日比±0施設

47都道府県、1,026施設で設置
※2/13に全都道府県での設置を確認、
前日比±0施設

※2/21に全二次医療圏での設置を確認

47都道府県で設置済

対
応
件
数

相談件数は全国で232,554件
（2/3～3/21）

※前日比368件増加

帰国者・接触者外来の受診者
数は全国で10,465件（2/1～
3/21）

※前日比53件増加

東京都：8,712件（1/29～2/27）
(2/26:428件、2/27:414件)

大阪府：5,174件（1/29～2/27）
(2/26:263件、2/27:215件)

宮城県：2,272件（2/4～2/27）
(2/26:213件、2/27:242件)

岡山県：1,067件（2/4～2/27）
(2/26:126件、2/27:164件)

※報告対象ではないため、専用ダイヤルを設置
したいくつかの都道府県へ聞き取り調査を実施。

そ
の
他

・保健所のほか、県庁や市役所の感染症
対策担当課に設置している都道府県も
ある。

・全都道府県が24時間土日も対応可能
である（各ホームページ上でも公表）。

・2/27に相談件数の増加が著しい27都道
府県に電話回線の状況を聴取したが、
特段輻輳は生じていない。

・1,026施設のうち感染症指定医療機関
は409施設。

・専用回線を設置している都道府県は神
奈川県含め22都府県。

・都道府県とは別に一般電話相談窓口を
設置している市区町村もある。

新型コロナウイルス感染症に係る国内の体制整備について
3/22(日)
17時時点



 

水際対策強化に係る新たな措置 

（検疫の強化） 

 

米国全域からの入国者に対し、検疫所長の指定する場所で 14 日間

待機し、国内において公共交通機関を使用しないことを要請する。 

 

本措置は、３月 26 日午前０時以降に出発し、本邦に来航する飛行

機又は船舶を対象とし、４月末日までの間、実施する。右期間は、更

新することができる。 

以上 

 

資料２ 
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